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他科の先生に
知って欲しい 整形外科編⑦

手のしびれ　～手根管症候群について～

 岡山市立市民病院　整形外科　楢　﨑　慎　二

　日常診療において、手のしびれを主訴に受診される患者さんによく遭遇し
ます。脳梗塞、頚椎疾患、腕神経叢障害、糖尿病性神経障害、上肢絞扼性神
経障害など様々な疾患を鑑別疾患として考える必要があります。今回はわれ
われ整形外科医が比較的よく診療にあたる手根管症候群に対する当科での診
断・治療の取り組みをご紹介させていただきます。
　手根管症候群は絞扼性神経障害の中では最多と言われるcommon diseaseで
すが、明確な診療ガイドラインがないのが現状です。疾患概念は手掌におい

て手根骨と屈筋支帯で囲まれたトンネル（手根管）で生じる正中神経障害です。非特異的な滑膜
増殖による手根管内圧上昇が原因として多く（特発性）、その他は関節リウマチ・感染・透析ア
ミロイドーシス・占拠性病変・骨形態変化などが原因となります。主症状は手・手指掌側のしび
れ、神経障害性疼痛による睡眠障害、母指対立障害などが一般的です。本疾患の診断にはしびれ
の範囲の評価が非常に重要です。その範囲は母指～環指橈側（掌側）にあることが一般的であり
ますが、軽症の場合には示指・中指のみなどの部分的症状の場合もあります。環指は橈側のみが
正中神経支配なので、環指橈側と尺側での知覚解離があることが本疾患の診断ポイントの１つと
考えています（ring finger splitting）。Tinel様sign（手根管を軽く叩打した時に放散痛を生じる）
やPhalen test（肘屈曲・手関節掌屈肢位の持続で正中神経領域のしびれが誘発される）などの代
表的誘発テストと合わせれば、診断は概ね可能です。さらに客観的評価として電気生理学的検査
を行うことが、診断および疾患重症度評価の点においても有用です。
　本疾患の治療方針は、症状が軽度であれば保存的治療（消炎鎮痛薬、ビタミン剤、手根管ブロッ
クや局所安静など）を第一選択としております。症状が重度の場合や保存的治療が無効の場合に
は外科的治療が選択肢となります。手術としては従来から行われている手掌切開による手根管開
放術および内視鏡下での開放術などがあります。当科では内視鏡を用いた手術（鏡視下手根管開
放術：ECTR法）で行っています。ECTR法は局所麻酔下での手術で、入院は不要です。手関節
やや近位部に約１～1.5cmの小切開で手術可能です。術後は比較的早期から手を使うことが可能
で、有用な低侵襲手術と考えております。
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常任理事会の報告

第37回常任理事会　３月20日　14時～ 15時40分
出席　松山会長、清水副会長、大原副会長、神
﨑専務理事、内田常任理事、佐藤常任理事、
藤本常任理事、合地常任理事、中島監事
協議
１　第36回常任理事会協議事項の承認について
　　【１－Ａ】１～６、及び【１－Ｂ】１～３
は全員一致で承認した。（神﨑専務理事）
２　第35回日本救急医学会中国四国地方会の補
助金申請について
　　倉敷中央病院救急科主任部長池上先生から
補助金申請依頼があった。５月17、18日に倉
敷アイビースクエアで中国四国地方会を開
催。救急医療における「つなぐ」をテーマと
して、医療圏を超えて、次世代に知識と技術
をつなぐことを目的とする。補助することを
全員一致で承認した。（神﨑専務理事）
３　岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会
の支援団体名義使用について
　　岡山県地域包括ケアシステム学会長椿原先
生、学術大会長の青木先生から名義使用の依
頼があった。９月29日（日）岡山県医師会館
で開催。名義を使用することを全員一致で承
認した。（神﨑専務理事）
４　岡山県医師会公印管守要領の改定について
　　岡山県医師会公印管守要領の一部変更と
（公印の省略）について追記した。（神﨑専務
理事）
５　岡山県CKD・CVD対策専門会議の委員の
委嘱について
　　岡山県保健部健康推進課長から委嘱依頼が
あった。佐藤常任理事を推薦することを全員
一致で承認した。（神﨑専務理事）
６　岡山県糖尿病医療連携体制検討会議の委員
の委嘱について
　　岡山県保健部健康推進課長から委嘱依頼が
あった。佐藤常任理事を推薦することを全員
一致で承認した。（神﨑専務理事）
７　岡山県医療対策協議会の委員就任依頼につ
いて
　　岡山県保健福祉部長から委員就任依頼が
あった。松山会長を推薦することを全員一致
で承認した。（神﨑専務理事）
８　岡山県アルコール健康障害対策連携会議委
員の就任依頼について
　　岡山県保健福祉部長から委員就任依頼が
あった。佐藤常任理事を推薦することを全員
一致で承認した。（神﨑専務理事）

９　岡山大学病院の医療安全に係る外部監査委
員会委員の就任依頼について

　　岡山大学槇野学長から委員就任依頼があっ
た。松山会長を推薦することを全員一致で承
認した。（神﨑専務理事）

報告
１　平成30年度岡山労働局・岡山県医師会連絡
会議

　　日時：３月13日（水）17：00 ～　場所：岡
山県医師会館４階　401会議室　出席者：松
山会長ほか17名　【内容】１．挨拶　２．自
己紹介　３．議事　⑴岡山労働局説明　①健
康安全課長　②労災補償課長　③雇用環境・
均等室長　⑵岡山県医師会説明　⑶質疑応
答、その他　４．閉会（松山会長）

２　平成30年度医療介護連携体制整備事業運営
協議会

　　日時：３月13日（水）19：00 ～ 21：00　場所：
岡山県医師会館７階　応接室　出席者：松山
会長、佐藤常任理事、太田理事、石井理事、
宮本理事、大橋理事、平木理事　【内容】１．
開会　２．協議題　１）平成30年度実績報告　
⑴医療介護連携体制整備事業　⑵郡市等にて
開催の委託事業　２）平成31年度事業計画　
⑴医療介護連携体制整備事業　①岡山地域医
療構想・包括ケアシステム研究会および地域
包括ケア部会合同会議　②岡山県郡市等地区
地域包括ケア推進協議会　③移動会長室事業　
④認知症に関する改正道路交通法協議会　⑤
郡市等医師会実施事業に対する予算支援　⑥
その他　３．閉会（佐藤常任理事）

３　平成31年度第12回整形外科部会委員会
　　日時：３月13日（水）19：30 ～ 20：30　
場所：岡山県医師会館５階　501会議室　出
席者：名越理事　【内容】１．研修会につい
て　２．JCOA学術集会・研修会について　３．
JCOA委員会活動について　４．県医師会活
動について　５．平成30年度OCOA総会の議
事進行等について　６．第32回JCOA学術集
会・まほろば関西OCOAからは、名越理事が
「野球肘検診の現状と未来」、大森理事が「有
痛性外反母趾の手術経験」など４題を演題登
録した。（名越理事）

４　岡山県アイバンク３月評議員会
　　日時：３月14日（木）13：30 ～ 14：30　場所：
幸町記念病院　出席者：清水副会長　【内容】
１．開会　２．開会挨拶　３．議事　⑴決議
事項　第１号議案　平成31年度事業計画及び
収支予算書の件　⑵その他　４．閉会（清水
副会長）

５　新規開業オリエンテーション




